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ご近所のつながり・助け合い
を地図に矢印で書いてみよう。

あなたのご近所の
助けられ上手さんは？
お世話焼きさんは？
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“矢印（赤い絆）”は、ご近所の助け合いの証
あかし

！

　平成 19 年に厚生労働省が立ち上げた「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」では、住民
同士の「支え合い」をどのように再構築していくかが主なテーマとされました。その背景には公的な
制度が創られても、解決が困難な問題・課題が生じていることがあります。
　孤独死、認知症高齢者等の徘徊による行方不明、災害 ･･･。この隙間を埋めるには、皆さん住民同
士の「支え合い」が不可欠なのです。

　

岡
垣
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
自

治
区
長
会
と
民
児
協
が
主
催
す
る
「
孤

独
死
・
孤
立
死
を
出
さ
な
い
見
守
り
活

動
」
に
お
い
て
、
地
域
活
動
に
関
す
る

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
段
階
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

始
め
は
、
見
守
り
が
必
要
な
“
気
に

な
る
人
”
が
地
域
の
中
の
ど
こ
に
い
る

か
を
表
し
た
「
福
祉
マ
ッ
プ
」
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
次
に
そ
の
人
を
具
体
的

に
誰
が
見
守
る
か
を
表
し
た
「
見
守
り

マ
ッ
プ
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

地
域
の
見
守
り
活
動
に
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
区
の
役
員
や

民
生
委
員
は
、
任
期
が
満
了
す
る
と
新

た
な
方
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
そ
の
際

に
、
自
治
区
の
状
況
が
一
目
で
わ
か
り
、

マ
ッ
プ
を
通
し
て
情
報
共
有
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
役
員

が
交
代
し
て
も
、

見
守
り
活
動
の
継

続
に
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
基
礎
と
し
て
、
新
た
に
「
支
え
合
い

マ
ッ
プ
」
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
は
、
地
域
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
取
り
組
む

た
め
に
地
図
に
表
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
、
見
守
り
の
み
に
限

定
す
る
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
範
囲
で

　

岡
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地
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活
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に
中
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と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
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の
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や

民
生
委
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、
任
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が
満
了
す
る
と
新

た
な
方
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き
継
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れ
ま
す
。
そ
の
際
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、
目
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見
て
自
治
区
の
状
況
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わ
か

り
、
地
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通
し
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情
報
共
有
で
き
る

こ
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か
ら
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わ
っ
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す
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た
め
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有
効
に
活
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さ
れ
て
い
ま
す
。

“矢印（赤い絆）”は、ご近所の助け合いの証
あかし

！

「支え合いマップ」
　平成 19 年に厚生労働省が立ち上げた「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」では、住民
同士の「支え合い」をどのように再構築していくかが主なテーマとされました。その背景には公的な
制度が創られても、解決が困難な問題・課題が生じていることがあります。
　孤独死、認知症高齢者等の徘徊による行方不明、災害 ･･･。この隙間を埋めるには、皆さん住民同
士の「支え合い」が不可欠なのです。
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取
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。
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取
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範
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の
助
け
合
い
（
買
い
物
、
移
動
、
お
す

そ
わ
け
な
ど
）を
矢
印
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

そ
う
す
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と
で
地
域
の
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
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の
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す
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れ
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、

近
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②
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す
。
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取
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す
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よ
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す
。

　

地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
助
け
、
助

け
ら
れ
る
“
お
互
い
さ
ま
”
の
精
神
に

基
づ
き
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

の
助
け
合
い
（
買
い
物
、
移
動
、
お
す

そ
わ
け
な
ど
）を
矢
印
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
地
域
の
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
、“
気
に
な
る
人
”
や
地
域
の

課
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
作
業
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
助
け
合
い
の
機
運

が
高
ま
る
の
で
す
。

　

こ
の
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
の
取
り

組
み
は
、
ご
近
所
に
暮
ら
す
住
民
同
士

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
考
案
者
で
あ
る
木

原
孝
久
氏
は
、『
福
祉
と
は
、
自
治
区

活
動
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
代

表
さ
れ
る
社
会
的
な
営
み
の
一
方
で
、

近
隣
（
向
こ
う
三
軒
両
隣
）
で
の
営
み

が
あ
っ
て
初
め
て
完
全
な
形
に
な
る
』

と
述
べ
て
お
り
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
に

は
、
①
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

新
た
な
助
け
合
い
を
生
み
出
す
効
果
と

合
わ
せ
て
、
②
天
性
の
資
質
を
持
っ
た

お
世
話
焼
き
さ
ん
を
見
つ
け
出
す
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
治
区
を
圏
域
と
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れ
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り
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に

加
え
て
、
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え
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い
マ
ッ
プ
を
通
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て
把
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す
る
、
よ

り
小
さ
な
ご
近
所

（
向
こ
う
三
軒
両

隣
）
で
の
助
け
合
い
・
そ
れ
に
取
り
組

む
“
お
世
話
焼
き
さ
ん
”
を
活
か
す
こ

と
で
、
今
よ
り
活
動
し
や
す
い
自
治
区

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
助
け
、
助

け
ら
れ
る
“
お
互
い
さ
ま
”
の
精
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に
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づ
き
、
支
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合
い
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プ
の
取
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み
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。

支え合いマップづくりを体験！
― 孤独死・孤立死を出さない見守り活動 －

　自治区長会と民児協が主催する「孤独死・孤立死
を出さない見守り活動」の取り組みとして、今年の
７月に開催された５つの小学校区に分かれたブロック
会議で、支え合いマップづくりの体験を行いました。

　各自治区で、約 50 世帯を抽出した地図を活用し、
地域で行われている助け合いを地図の上に表してい
くと、あらためて気づくことが多かったようです。

　今後は、より身近な範囲で支え合いマップづくり
の取り組みを推進します。

次々と、矢印（赤い絆）が結ばれる。

２
つ
の
効
果
と　
　
　

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
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協力店には、

ステッカー
配付中！

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
戸
別
募
金
や
法
人
募
金
の
他
に
、
町

内
の
公
共
施
設
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
横
な
ど
に
募
金
箱

の
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
売
上
の
一
部
が
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
寄
附
さ
れ
る
赤
い
羽
根
グ
ッ

ズ
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
や
い

こ
い
の
里
入
浴
コ
ー
ナ
ー
受
付
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
数
量
限
定
と
な
り
ま
す

の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早

め
に
。
あ
な
た
の
身
近
な
募
金
に
も
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今年も福岡県赤い羽根応援大使で
ある、福岡ソフトバンクホークス本
多雄一選手の「図書カード」「クオカー
ド」、球団マスコットハリーホークと
の「コラボバッジ」などを販売してい
ます。

　

住
民
相
互
の
た
す
け
あ
い
を
基
調
と
し
て
、
今
年
も
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
岡
垣
町
で
も
、
10
月
１
日
の
街
頭
啓
発
を
皮

切
り
に
、
町
内
各
自
治
区
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
戸
別
募
金
」
や
企
業
等

の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
「
法
人
募
金
」
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
り
、

こ
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

500 円で販売し、
原価代を除いた分が
募金となります。

500円分のカードを 1,000 円で販売し、残りが募金となります。

あ
な
た
の
身
近
な
募
金

幸
せ
を
　
羽
根
に
た
く
し
て
　
つ
な
げ
よ
う

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

赤い羽根グッズ販売中‼

　赤い羽根のロゴマークステッ
カーは、じぶんの町を良くする
活動の協力店に貼られている
マークです。
　あなたの身近なお店や会社が
赤い羽根共同募金にご協力いた
だいていることをお伝えしたく
て配布しています。
（店先に貼っていただいています。）

募金箱設置協力団体
岡垣町役場
いこいの里
岡垣サンリーアイ
情報プラザ人の駅
地域交流センター
中央公民館
東部公民館
西部公民館
こども未来館
臨海荘

ことぶき荘
乳垂荘
若潮荘
セブン - イレブン
　岡垣山田店
　岡垣ぬか塚店
　岡垣吉木店
　岡垣野間店
ポプラ
　岡垣芹田店

ローソン
　岡垣野間店
　遠賀岡垣店
ファミリーマート
　海老津駅前店
　海老津一丁目店
ミニストップ
　岡垣百合ヶ丘店
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在
宅
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
！

に
も
迷
惑
掛
け
て
な
い
。
ど
こ
に
も�

行
か
ん
」
の
一
点
張
り
。
せ
め
て
、�

週
に
１
回
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
奥
さ
ん
。
と
そ
こ
に
ふ
ら
り�

と
現
れ
た
近
所
の
友
人
が
一
言
。「
俺

も
行
っ
て
る
か
ら
一
緒
に
行
こ
う
」

　

今
で
は
、
デ
イ
が
仕
事
で
す
。
奥�

さ
ん
よ
り
強
い
地
域
の
力
に
感
謝
し

ま
す
。�

（
ケ
ア
マ
ネ
Ｓ
）

　

頑
固
な
性
格
が
持
ち
味
の
Ｐ
さ
ん
。�

奥
さ
ん
と
二
人
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
が
、
認
知
症
が
進
ん
だ
た
め
、
奥�

さ
ん
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
相
談
を
う
け
ま
し
た
。

　
「
24
時
間
一
緒
だ
か
ら
、
少
し
は�

自
分
の
時
間
が
欲
し
い
わ
」
と
言
わ

れ
、
Ｐ
さ
ん
宅
を
訪
問
。
Ｐ
さ
ん
に�

話
を
聞
き
ま
す
が
、
面
接
中
は「
誰�

ケ
ア
マ
ネ
の

つ
ぶ
や
き

いこいの里ホームヘル
パ

ー

ス
テ

ー

シ
ョ
ン

お
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
？

輝
き
続
け
る
あ
な
た
を
応
援
�

☎281-2011

　

平
成
26
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

よ
り
、
医
療
機
関
の
機
能
分
化
・

強
化
と
連
携
、
在
宅
医
療
の
充
実

等
が
重
点
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
入
院
期
間
が
短
縮
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
予
測
さ
れ
、
今

後
ま
す
ま
す
高
齢
者
を
は
じ
め
と

し
て
誰
も
が
、
地
域
や
自
宅
で
生

活
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
24
時

間
３
６
５
日
を
通
し
て
医
療
と
介

護
の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪�

問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
、地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、平
成
24 

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど�

が
、
定
期
的
に
利
用
者
宅
を
巡
回

す
る
「
定
期
巡
回
」、
利
用
者
・
家
族
等

か
ら
通
報
を
受
け
て
職
員
が
対
応
す
る

「
随
時
対
応
」、
通
報
を
受
け
た
職
員
か

ら
要
請
を
受
け
て
訪
問
す
る「
随
時
訪

問
」、
看
護
師
な
ど
が
訪
問
す
る「
訪
問�

看
護
」
か
ら
成
る
、
医
療
と
介
護
が
連

携
し
た
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

将
来
的
に
岡
垣
町
で
も
取
り
組
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
例
と
し
て
、

岡
垣
一
郎
さ

ん
80
歳
、
妻

良
子
さ
ん
76

歳
の
夫
婦
二

人
暮
ら
し
を

あ
げ
ま
す
。

一
郎
さ
ん
は

要
介
護
２
で

認
知
症
が
あ
り
、
何
と
か
歩
け
ま
す
が
、

寝
た
ま
ま
の
状
態
が
多
く
、
食
事
、
洗

濯
、
薬
の
管
理
な
ど
は
良
子
さ
ん
が
し

て
お
り
、
週
に
２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

清
拭
や
ト
イ
レ
介
助
な
ど
で
、
週
に
３

回
の
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
良
子
さ
ん
が
足
を
骨
折
し
、

入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
近
く

に
家
族
も
い
な
い
た
め
、
1
人
で
生
活

で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
こ
と�

で
、食
事
や
ト
イ
レ
介
助
な
ど
の
必
要
な

支
援
を
一
日
に
複
数
回
受
け
る
こ
と
が�

で
き
、夜
間
も
不
安
な
と
き
に
は
相
談
が�

で
き
た
の
で
、
良
子
さ
ん
が
退
院
し
て

元
の
生
活
に
戻
る
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、介
護
保
険
制
度
を
中
心
に
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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◆
法
律
相
談
◆

と　

き　

11
月
14
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
目
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と　

き　

11
月
21
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と　

き　

11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

９
月
29
日
開
催
の
理
事
会
で
評
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
任
期
は
前
任
者
の
残

任
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

選
出
団
体　

漁
業
団
体

　

任
期　

平
成
26
年
9
月
29
日

　
　
　
　

～
平
成
28
年
5
月
20
日

　

選
任　

花
田　

孝
男　

氏

　

辞
任　

刀
根
賢
一
郎　

氏

　

障
が
い
者
の
ふ
れ
あ
い
交
流
と
社
会

参
加
の
促
進
を
目
的
に
、
障
が
い
者
ク

リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
14
日
（
日
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里
す
ぱ
ー
く
岡
垣

　
　
　
　

お
よ
び
団
体
研
修
室

内　

容　

餅
つ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
行
事

対
象
者

　

①
町
内
の
障
が
い
者
団
体
加
入
者

　
　

締
切
り　

11
月
11
日
（
火
）
ま
で

　
　

申
込
み　

加
入
団
体
へ

　

②
町
内
の
障
が
い
者
団
体
に
加
入
し

　
　

て
い
な
い
在
宅
障
が
い
者

　
　

締
切
り　

11
月
18
日
（
火
）
ま
で

　
　

申
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
９
月
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
太
田　

正
子　

様　
（
野
間
四
）

　

故　

太
田　
　

巧　

様�
 

62
歳

○
白
岩　

明
彦　

様　
（
新
海
老
津
）

　

故　

白
岩　

富
子　

様�
 

84
歳

○
藤
田　
　

勇　

様　
（
東
山
田
）

　

故　

藤
田
ツ
マ
子　

様�
 

79
歳

○
宗
岡　

和
壯　

様　
（
東
海
老
津
）

　

故　

宗
岡
ツ
ル
コ　

様 �

77
歳

○
有
働
ヤ
ス
コ　

様　
（
鍋
田
）

　

故　

有
働　

政
光　

様�
 

83
歳

○
塩
川　

裕
子　

様　
（
野
間
三
）

　

故　

塩
川　

篤
彦　

様�
 

63
歳

○
庄
山　
　

勲　

様　
（
吉
木
）

　

故　

庄
山　

勝
善　

様�
 

92
歳

○
中
村　
　

勝　

様　
（
小
倉
北
区
）

　

故　

中
村　

秀
子　

様�
 

86
歳

○
黒
木　

敬
三　

様　
（
吉
木
）

　

故　

黒
木
百
合
子　

様�
 

90
歳

○
須
藤　

智
明　

様　
（
野
間
三
）

　

故　

須
藤
ヨ
シ
ヱ　

様�
 

89
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
宗
岡　

和
壯　

様

社
協
評
議
員
の
交
代

相
　
　
談 問い合わせ

社会福祉協議会
☎283-2940

障
が
い
者
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

香
典
返
し
寄
附

在宅介護者の
つどい

人が集うと、想いも集まる。

介護の手、ちょっとひとやすみ。

とき　11 月 26 日（水）

　　　午前 10 時 30 分～午後１時 30 分

ところ　いこいの里 研修室２

対象者　在宅で介護している人

内　容　■ロコモ予防で楽らく介護！

　　　　　北九州スポーツクラブ連絡会

　　　　■交流会（会食）

　　　　■血圧測定・健康相談

参加費　500 円

定員　20 人程度

締切り　11 月 21 日 ( 金 ) まで

申込み　社会福祉協議会へ
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認
知
症
を
学
び
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
か
そ
う
！

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

ボ ラ 協
の 仲 間

紹 介

あみものの会
活 動 日：毎週土曜日
活動場所：いこいの里
活動内容：趣味を活かした制作
　　　　　福祉施設等への寄贈
団体人数：22 人

　編集委員の加藤です。
　私たちボランティア連絡協議会は、所属し
ている団体同士のつながりも大切にしていま
す。その取り組みの１つとして、「研修会」
を企画しました。ぜひ、皆さんも自由にご参
加ください。
　
　つながりと言えば、11 月には中間・遠賀
地区のボランティア連絡協議会の共催による
研修会も行われます。町外の仲間
たちと親交を深める絶好の機会と
なっています。

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

に
所
属
す
る
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

能
を
活
か
し
、
特
色
あ
る
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
、「
地
域
福
祉
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修

会
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い

方
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き　

平
成
26
年
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里
団
体
研
修
室

内
容　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

講
師　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

田
之
上　

亮
太　

氏

対
象
者　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

無
料

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
編
集
委
員
の
加
藤
が
、
あ
み
も
の
の

会
に
伺
い
ま
し
た
。

加
藤　

�

い
ま
編
ん
で
い
る
の
は
、
手
袋

で
す
か
？

時
永　

お
人
形
で
す
よ
！

加
藤　

�

失
礼
し
ま
し
た
（
笑
）
そ
れ
に

し
て
も
細
か
い
作
業
で
す
ね
。

時
永　

�

私
、
80
歳
を
過
ぎ
て
い
ま
す
が

何
歳
ま
で
通
え
る
か
…
。

加
藤　

�

趣
味
や
特
技
を
活
か
し
て
、
長

く
活
動
で
き
る
っ
て
、
と
て
も

い
い
こ
と
で
す
ね
。

時
永　

楽
し
ん
で
が
ん
ば
り
ま
す
！

　

善
意
で
集
め
ら
れ
た
毛
糸
を
丹
念
に

伸
ば
し
、
温
も
り
の
あ
る
作
品
へ
と
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
あ
み
も
の
の
会
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

作品ができるまで
①善意で集まった毛糸

②丹念にほどき、綺麗
　にまとめ直す

③心を込めて編む

④色鮮やかな、温もり
　のある作品へ

③

④

①

②
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やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

　次号は、「ファイヤーマンズクラブ」と
「ひまわりの会」を紹介します。

１３０　号



内
容　

配
膳
・
料
理
運
び
等

時
間　

10
時
～
15
時
・
17
時
～
22
時

　
　
　

い
ず
れ
か
の
時
間
帯

時
給　

７
５
０
円
～
８
０
０
円

臨
海
荘
パ
ー
ト
職
員
募
集

忘
年
会
・
新
年
会
の
ご
予
約
は
臨
海
荘
へ

忘
年
会
・
新
年
会
の
ご
予
約
は
臨
海
荘
へ

ご
予
約
・
お
問
合
せ

　

岡
垣
町
保
養
施
設
「
臨
海
荘
」 　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
８
２

－

０
１
２
２

編
集
後
記

　

心
地
よ
い
風
が
吹
き
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
、読
書
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
地
域
で
も
、
秋
の
行
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

今
回
特
集
し
た「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」は
、

地
図
に
表
す
こ
と
で
“
お
世
話
焼
き
さ
ん
”

を
見
つ
け
出
し
、
活
動
し
や
す
い
自
治
区
を

め
ざ
す
も
の
で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
も
小

さ
な
助
け
合
い
も
、
き
っ
と
人
と
人
と
の

“
つ
な
が
り
”
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
募
金

も
同
じ
で
す
ね
。

　

ま
た
、
今
回
募
集
す
る
職
員
と
の
“
つ
な

が
り
”
も
楽
し
み
に
、
仕
事
も
実
り
あ
る
秋

を
め
ざ
し
ま
す
。�

（
田
之
上
）

この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
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発
行
者
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岡
垣
町
社
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福
祉
協
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会

☎　

０
９
３
―
２
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３
―
２
９
４
０

岡
垣
町
大
字
高
倉
５
９
８
―
１

正規職員募集　あなたと創る未来のふくし
岡垣町社会福祉協議会

　岡垣町社会福祉協議会では、介護
支援専門員の資格を持つ方を、正規
職員として募集します。
　いつまでも自分らしい暮らしを続け
られるまちをめざして、職員が一丸と
なって地域福祉に取り組んでいます。
そこに、あなたのチカラを必要として
います。是非ご応募ください。

【募集要項】

職種　介護職員（介護支援専門員）
募集人数　1 人（常勤）
対象　昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれた人
必要資格　介護支援専門員
第一次試験　平成 26 年 12 月 7 日（日）
試験会場　おかがき総合福祉保健センター
　　　　　いこいの里
試験内容　教養試験、職場適応性検査
募集期間　平成 26 年 10 月 28 日（火）
� ～ 11 月 28 日（金）
申し込み　�募集期間内に本会にある申込書と

介護支援専門員証（写）を本会に
提出（ホームページからダウン
ロード可）

お問合せ　岡垣町社会福祉協議会
　　　　　遠賀郡岡垣町大字高倉 598 番地 1
　　　　　TEL283-2940　
　　　　　http://www.okagaki-syakyo.jp/
　※詳しくはホームページをご覧ください。


